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年末の連絡 

 

 （少々早いですが）年末の連絡になります。 

 ２０２６年もあっという間に１１月、残り２ヶ

月となりました。私達高校野球の世界、練習試合

は１１月いっぱいというルールがあるため、１２

月以降については、試合以外の連絡が多くなりま

す。よろしくお願い致します。 

 

◎少年野球教室 

  １２月１３日（日）、市営浦和球場にて、高野 

連主催による少年野球教室が実施されます。対 

象は地元少年野球チーム約１００名、浦和学院 

高校と私達、市立浦和高校の部員が先生役とい 

う形で実施されます。他の世代との交流・・貴 

重な経験です。先生役、頑張って下さい。 

 

◎親子でソフトボール 

  年末２６日（土）午前、１・２年生部員、保 

護者、指導者皆でソフトボールを楽しみたいと 

思います。保護者の皆さん、当日いきなり動い 

てケガ・・そうならないよう、心と体の準備を 

お願い致します。楽しい会にしたいと思います。 

 

◎クリスマスコンサート鑑賞 

  これまた年末の２５日（金）午後、夏大会の 

応援でお世話になっている吹奏楽部のクリスマ 

スコンサートを鑑賞しに行きます。この１年、 

他校への遠征等で強く感じていること、休日の 

学校が静か・・言い方良くないかも知れません 

が「学校に活気がない！」、市高は正反対、運動 

部も文化部も盛んに行われています。その文化 

部代表が吹奏楽部、大いに刺激を受けて欲しい 

と思います。 

  

年内は２７日（日）まで活動予定。 

それにしても・・１年経つのが早過ぎます。 

練習試合の結果 

 

 ３１日（土）対広尾高校 

  第１試合    １６対８     勝利 

 

  １日（日）対桜丘高校 

  第１試合    １１対４     勝利 

  第２試合     途中まで    

 

 

通算成績  ３２勝 １７敗 ３分 

あるある 

 

 県高野連の理事として球場勤務していると、高

校生より上のカテゴリー関係者の方々がよく視

察にいらしていることが分かります（大学、プロ

等、また最近、ボールの違う大学準硬式野球部の

方などもよく見かけます）。 

  

 基本、試合を視察することから、このようなこ

とがしょっちゅう起きると聞きます。Ａ高校の●

●君が良い選手（例えば野手）だと聞き視察しに

来たところ、Ｂ高校の◎◎君（投手）が●●君を

抑え、とても良く見えた（あるいは投手と野手が

逆のパターンも）。簡単に言えば、視察しに来た

選手ではなく新たな選手を発見し、結局その（新

たな発見となった）選手の進路が決まる・・みた

いなことです。 

 

 選手達にはよく話しますが、「評価」とは常に

他人がするものです。この方々の話を聞くと、そ

の評価の仕方が大変面白い・・今後「伸びる」か

はその選手の「取り組み方」だからプレー以外の

部分をしっかり見る、だったり、そもそも（上手

だと）騒がれている選手が自分のところに来るこ

とはないので、今後伸びそうな隠し球的な選手だ

けを探している・・など。 

 

 常に見られています。 

 評価される選手を目指して下さい。 


